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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
四
十
五
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施

す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
地
理
院

二

測
量
の
種
類

基
本
測
量
（
オ
ル
ソ
作
成
）

三

測
量
の
区
域

青
梅
市
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
四
十
六
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施

す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
地
理
院

二

測
量
の
種
類

基
本
測
量
（
航
空
重
力
測
量
）

三

測
量
の
区
域

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、
文
京

区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、
品
川
区
、

目
黒
区
、
大
田
区
、
世
田
谷
区
、
渋
谷
区
、
中

野
区
、
杉
並
区
、
豊
島
区
、
北
区
、
荒
川
区
、

板
橋
区
、
練
馬
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
、
江
戸

川
区
、
八
王
子
市
、
立
川
市
、
武
蔵
野
市
、
三

鷹
市
、
青
梅
市
、
府
中
市
、
昭
島
市
、
調
布
市
、

町
田
市
、
小
金
井
市
、
小
平
市
、
日
野
市
、
東

村
山
市
、
国
分
寺
市
、
国
立
市
、
福
生
市
、
狛

江
市
、
東
大
和
市
、
清
瀬
市
、
東
久
留
米
市
、

武
蔵
村
山
市
、
多
摩
市
、
稲
城
市
、
羽
村
市
、

あ
き
る
野
市
、
西
東
京
市
、
瑞
穂
町
、
日
の
出

町
、
檜
原
村
、
奥
多
摩
町
、
大
島
町
、
利
島
村
、

新
島
村
及
び
神
津
島
村
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
四
十
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施

す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
地
理
院

二

測
量
の
種
類

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図
情
報
）

修
正
測
量
）

三

測
量
の
区
域

東
京
都
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
四
十
八
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施

す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
地
理
院

二

測
量
の
種
類

基
本
測
量
（
国
土
広
域
情
報
修
正
測
量
）

三

測
量
の
区
域

東
京
都
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
四
十
九
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
百
四
十
九
号
に

よ
り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
港
区
芝
浦
四
丁
目

地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い

な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去



（第17420号）東 京 都 公 報令和3年9月16日（木曜日）３
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
元
年
東
京
都
告
示
第
七
百
六
号
に
よ

り
指
定
し
た
区
域
の
一
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
江
東
区
南
砂
三
丁

目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

ひ

定
有
害
物
質
の
種
類

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去
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◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
東
京
都
告
示
第
八
百
六
十
九
号

に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
全
部
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
を
解
除
す
る
区
域

別
図
の
と
お
り
（
墨
田
区
亀
沢
三
丁

目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

六
価
ク
ロ
ム

化
合
物
、
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び

に
ほ
う
素
及
び
そ
の
化
合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特

定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去



（第17420号）東 京 都 公 報令和3年9月16日（木曜日）５
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第

四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機

関
及
び
施
術
を
担
当
す
る
者
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第

五
十
五
条
の
三
第
三
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五

年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
六
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



令和3年9月16日（木曜日）東 京 都 公 報（第17420号） ６
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国

残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担

当
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
、
廃
止
、
休
止
及
び
再
開
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法

施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の

二
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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令和3年9月16日（木曜日）東 京 都 公 報（第17420号） ８
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令和3年9月16日（木曜日）東 京 都 公 報（第17420号） １０
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い

う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担

当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担
当
す
る
者
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第
五

十
五
条
の
三
第
一
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年

厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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令和3年9月16日（木曜日）東 京 都 公 報（第17420号） １４
◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
五
号

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
八

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
研
修
を
次

の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

研
修
の
主
催
者
の

名
称
及
び
所
在
地

公
益
財
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー

港
区
新
橋
六
丁
目
八
番
二
号

二

研
修
の
開
催
年
月

日
並
び
に
会
場
の

名
称
及
び
所
在
地

令
和
三
年
十
月
十
日

小
金
井
市
商
工
会
館

小
金
井
市
前
原
町
三
丁
目
三
十
三
番
二
十

五
号

三

受
講
料

五
千
円

◉
東
京
都
告
示
第
千
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予

定
で
あ
る
の
で
告
示
す
る
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

三
宅
島
三
宅
村
坪
田
二
〇
〇
九
番
か
ら
二
〇
一
七
番
ま
で
・
二

〇
一
九
番
か
ら
二
〇
二
三
番
ま
で
・
二
〇
三
四
番
か
ら
二
〇
四
二

番
ま
で
・
二
三
二
四
番
・
二
三
二
五
番
（
以
上
二
十
五
筆
に
つ
い

て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
〇
一
八
番
、
二
〇
四

三
番
二
、
二
〇
四
四
番
及
び
二
〇
四
五
番

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該

立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で

定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面

及
び
関
係
書
類
を
東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
及
び
三
宅
村
役

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

公

告

軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証
の
無
効
処
分
に
つ
い
て

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
百
四
十

四
条
の
二
十
一
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三

号
）
第
十
六
号
の
十
三
様
式
に
よ
る
軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証
を
、

同
表
下
欄
の
事
故
発
生
日
以
降
無
効
と
し
た
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

軽
油
引
取
税
に
係
る
免
税
証

免
税
証

の
種
類

組
番
号

枚
数

被

交

付

者

住

所

氏

名

事
故
発
生

日

百
リ
ッ

ト
ル
券

〇
三
〇
Ｇ

三
六
七
五

二
十

枚

渋
谷
区
東

一
丁
目
二

株
式
会
社

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

令
和
三
年

七
月
一
日

七
〇
か
ら

〇
三
〇
Ｇ

三
六
七
五

八
九
ま
で

十
六
番
三

十
号

・
Ｓ
Ｕ
Ｎ

十
リ
ッ

ト
ル
券

〇
三
〇
Ｃ

三
四
〇
〇

五
五
か
ら

〇
三
〇
Ｃ

三
四
〇
〇

七
九
ま
で

二
十

五
枚

同
右

同
右

同
日

五
リ
ッ

ト
ル
券

〇
三
〇
Ｂ

〇
二
二
四

四
五
か
ら

〇
三
〇
Ｂ

〇
二
二
四

四
九
ま
で

五
枚

同
右

同
右

同
日

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
九
月
十
六
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

東
村
山
市
富
士
見
町
三
丁
目
十
三

番
十

港
区
高
輪
三
丁
目
二
十
二
番
九

号タ
マ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

玉
木

伸
弥

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

五
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


